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　　第１　審査の対象

　　　・平成２３年度 南伊勢町上水道事業会計決算

　　　・平成２３年度 南伊勢町病院事業会計決算

　

　　第４　審査の結果

　　第２　審査の期間

　　　・ 平成２４年７月３１日、平成２４年８月１日

　　第３　審査の手続

　　　・決算審査にあたっては、２事業が地方公営企業法に定める基本原則に基づき運

　　　営されているか否かに重点を置き、決算書及び決算付属書類が、関係法令に準拠

　　　して作成されているかを確かめるとともに、決算書を基礎として、関係諸帳簿，証憑

　　　類を照合審査して確認を行い、併せて職員から説明を聴取して実施した。

　　　・審査に付された２事業の決算書及び決算付属書類は、関係法令の諸規定に準拠

　　　り、当年度の経営成績、財政状態を適正に表示しているものと認めた。

　　　以下審査の結果は、次の会計別に述べるとおりである。

　　　して作成されており、会計帳簿、証憑類等と照合点検したところ、計数は正確であ
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単位：円・％

科目 　　　　　　区分 年度 予　算　額 決　算　額 予算額との比較 収　入　率

22 211,040,000 205,079,344 △ 5,960,656 97.18

23 204,130,000 199,276,397 △ 4,853,603 97.62

22 210,610,000 204,886,169 △ 5,723,831 97.28

23 204,000,000 199,055,273 △ 4,944,727 97.58

22 430,000 193,175 △ 236,825 44.92

23 130,000 221,124 91,124 170.10

【南伊勢町上水道事業会計】

１．事業の概要

　平成２３年度末における給水戸数は３，６４７戸、給水人口は８，９４４人で、給水区域内

人口に対する普及率は９９．９％であり、配水量は１，３６７，８６４㎥で、有収率は６８．１％

となっている。

　業務実績については「第１表」のとおりである。

款　　水道事業収益

　項　営業収益

第１表　業務状況表

平成２２年度

３，６３１戸

１，３４０，３７０㎥

①収益的収入及び支出

２．収支の状況

99.9%

３，７３７㎥

９３２，１１０㎥

68.1%

99.9%

　執行率は、９２．７９％となっている。

　収益的収入は、予算額２０４，１３０，０００円に対し、決算額は、１９９，２７６，３９７円で、

　収入率は、９７．６２％となっている。

　収益的支出は、予算額１９７，８１２，０００円に対し、決算額は、１８３，５５６，４３３円で、

有 収 水 量

有 収 率

普 及 率

　（注）本表の金額は消費税を含む。

　科目別の収支の状況は「第２表」「第３表」のとおりである。

第２表　収益的収入

　項　営業外収益

５，１６８㎥

３，６７２㎥

９７０，４２８㎥

72.4%

一 日 平 均 給 水 量

平成２３年度

３，６４７戸

１，３６７，８６４㎥

４，９１９㎥

事 項

給 水 戸 数

総 配 水 量

一 日 最 大 給 水 量
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単位：円・％

年度 予　算　額 決　算　額 不用額 執　行　率

22 199,973,000 179,368,193 20,604,807 89.70

23 197,812,000 183,556,433 14,255,567 92.79

22 178,426,000 161,052,528 17,373,472 90.26

23 178,109,000 169,699,610 8,409,390 95.28

22 21,547,000 15,477,965 6,069,035 71.83

23 19,703,000 13,856,823 5,846,177 70.33

単位：円・％

科目 　　　　　区分 年度 予　算　額 決　算　額
地方公営企業法第２６
条の規定による繰越
額に係る財源充当額

予算額との比較 収　入　率

22 19,631,000 13,468,000 0 △ 6,163,000 68.61

23 5,032,000 3,313,000 0 △ 1,719,000 65.84

22 19,631,000 13,468,000 0 △ 6,163,000 68.61

23 5,032,000 3,313,000 0 △ 1,719,000 65.84

22 0 0 0 0 0

23 0 0 0 0 0

単位：円・％

科目 　　　　　区分 年度 予　算　額 決　算　額
地方公営企業法第
２６条の規定による

繰越額
不用額 執　行　率

22 219,009,000 124,387,825 63,000,000 31,621,175 56.80

23 170,023,000 97,140,081 30,000,000 42,882,919 57.13

22 167,493,945 72,872,770 63,000,000 31,621,175 43.51

23 117,600,000 44,717,100 30,000,000 42,882,900 38.02

22 51,515,055 51,515,055 0 0 100.00

23 52,423,000 52,422,981 0 19 100.00

　項　建設改良費

　（注）本表の金額は消費税を含む。

　（注）本表の金額は消費税を含む。

款　　資本的収入

　項　工事負担金

　項　企　業　債

　執行率は、５６．８０％となっている。

②資本的収入及び支出

　　資本的収入は、予算額５，０３２，０００円に対し、決算額は、３，３１３，０００円で、収入

　率は、６５．８４％となっている。

　　資本的支出は、予算額１７０，０２３，０００円に対し、決算額は、９７，１４０，０８１円で、

　項　企業債償還金

第３表　収益的支出

款　　資本的支出

　（注）本表の金額は消費税を含む。

科目 　　　　　　　　区分

　項　営業費用

款　　水道事業費用

　項　営業外費用

　　科目別の収支の状況は「第４表」「第５表」のとおりである。

第４表　資本的収入

第５表　資本的支出

３



３．経営成績

　　事業収益は、１９０，００１，７８２円で、その内訳は、営業収益１８９，７８０，６５８円、営

　業外収益は２２１，１２４円となっている。

　　一方、事業費用については、１８０，３８２，１５５円で、その内訳は、営業費用１６６，５２

　５，３３２円、営業外費用は、１３，８５６，８２３円となっている。

　　この結果、当年度の利益は９，６１９，６２７円である。

　事業収支の状況は「第６表」「第７表」のとおりである。

　　　　　単位：円・％

収 入 額 構 成 比 率 収 入 額 構 成 比 率

営 給 水 収 益 192,056,165 98.26 184,138,876 96.91

業 受 託 給 水 工 事 収 益 8,200 0.00 990,920 0.52

収 そ の 他 営 業 収 益 3,204,804 1.64 4,650,862 2.45

益 計 195,269,169 99.90 189,780,658 99.88

受取利息及び配当金 151,915 0.08 74,150 0.04

雑 収 益 41,260 0.02 146,974 0.08

計 193,175 0.10 221,124 0.12

195,462,344 100.00 190,001,782 100.00

　　　　　単位：円・％

支 出 額 構 成 比 率 支 出 額 構 成 比 率

原 水 及 び 給 水 費 31,147,285 17.63 38,469,473 21.33

配 水 及 び 給 水 費 18,554,119 10.50 17,303,215 9.59

総 係 費 28,044,178 15.87 27,202,847 15.08

受 託 工 事 費 2,861,088 1.62 5,270,920 2.92

減 価 償 却 費 75,596,666 42.79 76,608,379 42.47

資 産 減 耗 費 2,063,782 1.17 1,543,186 0.86

そ の 他 営 業 費 用 77,382 0.04 127,312 0.07

計 158,344,500 89.63 166,525,332 92.32

支 払 利 息 14,578,267 8.25 13,702,663 7.60

雑 支 出 899,698 0.51 154,160 0.09

計 15,477,965 8.76 13,856,823 7.68

特別損失 そ の 他 特 別 損 失 2,837,700 1.61 0 0.00

176,660,165 100.00 180,382,155 100.00

業

費

用

第６表　　事業収入に関する事項

科目　　　　　　　　　　　　　　区分
平成２２年度

合 計 （ 水 道 事 業 収 益 ）

（注）本表の金額は消費税を含まない。

営業外収益

平成２３年度

平成２３年度

第７表　　事業費用に関する事項

科目　　　　　　　　　　　　　　区分
平成２２年度

営業外費用

合 計 （ 水 道 事 業 費 用 ）

（注）本表の金額は消費税を含まない。

営

４



　　平成２３年度末における資産合計は、１，９０３，０６４，９５９円で、このうち固定資産は、

　１，７１２，４６４，４２３円となっており、資産合計の９０．９５％を占めている。

　　固定資産の大部分を占める有形固定資産は、１，７１２，２６３，３２３円で、無形固定資

　産は、２０１，１００円となっている。

　　流動資産は、１９０，６００，５３８円で、資産合計の１０．０２％を占めており、主なものは

　現金預金で、１６２，７５４，４３４円、未収金１６，５８７，６７６円、貯蔵品で、９，０９６，６７

　４円となっている。

　資産状況は「第８表」のとおりである。

　　　　　　単位：円・％

　　　　　　　　区分

科目 金　　　　　　　　額 構　成　比　率 金　　　　　　　　額 構　成　比　率

１．固　定　資　産 1,748,028,088 90.95 1,712,464,423 89.98

有形固定資産 1,747,826,988 90.94 1,712,263,323 89.97

無形固定資産 201,100 0.01 201,100 0.01

２．流　動　資　産 173,886,588 9.05 190,600,536 10.02

現　金　預　金 149,962,873 7.80 162,754,434 8.55

未　　収　　金 14,971,129 0.78 16,587,676 0.87

貯　　蔵　　品 8,952,586 0.47 9,096,674 0.48

前　　払　　金 0 0.00 2,160,000 0.11

前　払　費　用 ― ― 1,752 0.00

３．繰　延　資　産 0 0.00 0 0.00

前　払　費　用 0 0.00 0 0.00

災　害　損　失 ― ― 0 0.00

資　産　合　計 1,921,914,676 100.00 1,903,064,959 100.00

②負債及び資本

　　平成２３年度末における負債の合計は、２７，５１９，８５１円で、その主な内容としては、

　材料代を翌年度に支払う未払金としての流動負債である。

　　資本金並びに剰余金の資本合計は、１，８７５，５４５，１０８円で、その主な内容として

　は、設備投資の財源として、企業債の借入資本金と工事負担金、補助金等の資本剰余

　金である。

平成２３年度

第８表　　資産状況表

平成２２年度

４．財政状態

①資産

　負債及び資本の状況は「第９表」のとおりである。

５



　　　　　　単位：円・％

区分

科目 金　　　　　　　　額 構成比率 金　　　　　　　　額 構成比率

１．流　動　負　債 6,864,214 0.36 27,519,851 1.45

未　 　　　払 　 　　金 6,281,854 0.33 27,397,293 1.44

未　 　払　  費 　  用 563,860 0.03 65,458 0.00

そ の 他 流 動 負 債 18,500 0.00 57,100 0.00

負 債 合 計 6,864,214 0.36 27,519,851 1.45

１．資　本　金 1,223,349,026 63.65 1,170,926,045 61.53

自　己　資　本　金 544,593,684 28.34 544,593,684 28.62

借　入　資　本　金 678,755,342 35.32 626,332,361 32.91

２．剰　余　金 691,701,436 35.99 704,619,063 37.03

資　本　剰　余　金 557,823,387 29.02 561,121,387 29.49

利　益　剰　余　金 133,878,049 6.97 143,497,676 7.54

資 本 合 計 1,915,050,462 99.64 1,875,545,108 98.55

負 債 資 本 合 計 1,921,914,676 100.00 1,903,064,959 100.00

平成２２年度 平成２３年度

第９表　　負債及び資本状況表

６



　平成２３年度末における総患者数は５５，４７９人で、昨年度と比較して７，６１５人の減。入院

患者数は１５，４７９人で３，１４０人の減となり、一日平均患者数は、４２．３人となっている。また、

外来患者数は、３９，６６２人となり、４，４７５人の減で一日平均１４４．５人となっている。

これらの業務に従事している職員数は、平成２４年３月３１日現在、５７人となっている。

　各病院別の事項については「第１表」のとおりである。

病院名・年度

町立病院 宿田曽診療所 阿曽浦診療所 町立病院 宿田曽診療所 阿曽浦診療所

延 患 者 数 （ 人 ） 18,619 － － 15,479 － －

一日あたり患者数（人） 51.0 － － 42.3 － －

１人一日あたり収益（円） 18,676 － － 20,008 － －

延 患 者 数 （ 人 ） 28,369 15,768 － 24,618 15,044 －

一日あたり患者数（人） 106.3 54.6 － 91.5 53.0 －

１人一日あたり収益（円） 5,918 4,946 － 6,734 5,265 －

33 43

①収益的収入及び支出

　　収益的収入は、予算額８８１，７４１，０００円に対し、決算額は、８１８，６２７，１６６円

　で、収入率は、９２．８４％となっている。

　　収益的支出は、予算額８８１，７４１，０００円に対し、決算額は、８４７，４５６，４３３円

　で、執行率は、９６．１１％となっている。

　科目別の収支の状況は「第２表」「第３表」のとおりである。

区分　　　　　　　　　　　　

入
院

外
来

療養病床一般病床
町立病院病床数

（平成２３年３月３１日現在）

76

平成２３年度

【南伊勢町病院事業会計】

１．事業の概要

２．収支の状況

第１表　業務状況表

平成２２年度

７



単位：円・％

科目 　　　　　　区分 年度 予　算　額 決　算　額 予算額との比較 収　入　率

22 868,358,000 823,236,009 △ 45,121,991 94.80

23 881,741,000 818,627,166 △ 63,113,834 92.84

22 749,230,000 704,782,567 △ 44,447,433 94.07

23 734,769,000 671,211,426 △ 63,557,574 91.35

22 119,128,000 118,453,442 △ 674,558 99.43

23 146,972,000 147,415,740 443,740 100.30

単位：円・％

科目 　　　　　　区分 年度 予　算　額 決　算　額 不用額 執　行　率

22 868,358,000 833,292,215 △ 35,065,785 95.96

23 881,741,000 847,456,433 △ 34,284,567 96.11

22 861,480,000 827,230,163 △ 34,249,837 96.02

23 875,180,000 841,561,394 △ 33,618,606 96.16

22 6,878,000 6,062,052 △ 815,948 88.14

23 6,561,000 5,895,039 △ 665,961 89.85

単位：円・％

科目 　　　　　　区分 年度 予　算　額 決　算　額 予算額との比較 収　入　率

22 22,821,000 22,009,853 △ 811,147 96.45

23 48,670,000 47,390,756 △ 1,279,244 97.37

22 11,500,000 11,500,000 0 100.00

23 33,400,000 33,400,000 0 100.00

22 11,321,000 105,019,853 93,698,853 927.66

23 15,270,000 13,990,756 △ 1,279,244 91.62

第２表　収益的収入

　（注）本表の金額は消費税を含む。

第３表　収益的支出

　（注）本表の金額は消費税を含む。

款　　病院事業収益

　項　　医業収益

　項　　医業外収益

款　　病院事業費用

　項　　医業費用

　項　　医業外費用

　項　企　業　債

　　科目別の収支の状況は「第４表」「第５表」のとおりである。

　項　他会計負担金

款　　資本的収入

②資本的収入及び支出

　　資本的収入は、予算額４８，６７０，０００円に対し、決算額は、４７，３９０，７５６円で、収入率

　は９６．４５％となっている。

　　資本的支出は、予算額５８，８７０，０００円に対し、決算額は、５８，８６４５４９円で、執行率

　は９９．９９％となっている。

第４表　資本的収入

　（注）本表の金額は消費税を含む。
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単位：円・％

科目 　　　　　　　　　区分 年度 予　算　額 決　算　額 翌年度繰越額 執　行　率

22 55,468,000 54,967,078 0 99.10

23 58,870,000 58,864,549 0 99.99

22 16,918,000 16,417,528 0 97.04

23 22,905,000 22,903,846 0 99.99

22 35,922,000 35,921,550 0 100.00

23 35,965,000 35,960,703 0 99.99

22 2,628,000 2,628,000 0 100.00

23 ― ― ― ―

　　医業収益は、６６９，５８３，７９４円で、医業費用は、８３２，１５８，４４８円となっている。

　　一方、医業外収益は、１４７，２５３，５９４円で、医業外費用は、１５，２１７，８０９円となり、

　この結果、当年度は３０，５３８，８６９円の純損失となった。

　　事業収支の状況は「第６表」「第７表」のとおりである。

第５表　資本的支出

　（注）本表の金額は消費税を含む。

款　　資本的支出

　項　企業債償還金

　項　建設改良費

　項　他会計への支出金

９



　　　　　単位：円・％

収　　　入　　　額 構　成　比　率 収　　　入　　　額 構　成　比　率

入 院 収 益 347,722,233 42.33 309,706,832 37.92

外 来 収 益 245,884,257 29.93 244,979,392 29.99

そ の 他 医 業 収 益 109,595,490 13.34 114,897,570 14.07

計 703,201,980 85.60 669,583,794 81.97

受取利息及び配当金 1,644 0.00 1,436 0.00

補 助 金 5,647,000 0.69 3,000,000 0.37

他 会 計 負 担 金 109,490,147 13.33 141,009,244 17.26

患 者 外 給 食 収 益 1,066,740 0.13 967,190 0.12

そ の 他 医 業 外 収 益 2,090,070 0.25 2,275,724 0.28

計 118,295,601 14.40 147,253,594 18.03

821,497,581 100.00 816,837,388 100.00

　　　　　単位：円・％

支　　　出　　　額 構　成　比　率 支　　　出　　　額 構　成　比　率

給 与 費 560,453,506 67.26 602,258,966 71.07

材 料 費 76,490,082 9.18 67,826,887 8.00

経 費 133,991,253 16.08 116,049,136 13.70

減 価 償 却 費 43,859,413 5.26 43,477,521 5.13

資 産 減 耗 費 160,300 0.02 1,190,000 0.14

研 究 研 修 費 1,389,235 0.17 1,355,938 0.16

計 816,343,789 97.97 832,158,448 98.20

支払利息及び企業債
取 扱 諸 費

5,192,952 0.62 5,000,239 0.59

雑 損 失 10,858,496 1.30 9,322,770 1.10

消 費 税 869,100 0.10 894,800 0.11

計 16,920,548 2.03 15,217,809 1.80

833,264,337 100.00 847,376,257 100.00

平成２３年度

平成２３年度

合 計 （ 病 院 事 業 費 用 ）

第７表　　事業費用に関する事項

医
業
外
費
用

科目　　　　　　　　　　　　区分
平成２２年度

医
業
費
用

第６表　　事業収入に関する事項

科目　　　　　　　　　　　　区分
平成２２年度

合 計 （ 病 院 事 業 収 益 ）

医
業
外
収
益

医
業
収
益
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　①資産

　　平成２３年度末における資産合計は、５２６，２３８，１４３円で、このうち固定資産は、３９０，７

　　流動資産は、１３５，４９４，３１３円で、資産合計の２５．７５％を占めており、現金預金で７０，

　１５７，３１３円、未収金で５６，５９８，２３１円、貯蔵品で８，４３８，８２４円等となっている。

　　　　　　単位：円・％

区分

科目　　　　　　　　　　　 金 額 構 成 比 率 金 額 構 成 比 率

１．固　定　資　産 401,160,249 77.25 390,743,830 74.25

有　形　固　定　資　産 401,160,249 77.25 390,743,830 74.25

無　形　固　定　資　産 0 0.00 0 0.00

２．流　動　資　産 118,134,452 22.75 135,494,313 25.75

現　金　預　金 67,853,365 13.07 70,157,258 13.33

未　　収　　金 39,657,195 7.64 56,598,231 10.76

貯　　蔵　　品 10,271,392 1.98 8,438,824 1.60

その他流動資産 352,500 0.07 300,000 0.06

資　産　合　計 519,294,701 100.00 526,238,143 100.00

　②負債及び資本

　　平成２３年度末における負債の合計は、７４，６２１，５２７円で、その主な内容としては、長期

　借入金や薬品、診療材料費等の未払金等で流動負債である。

　　資本金並びに剰余金の資本合計は、２８０，０８０，９０１円で、その主な内容としては、設備

　投資の財源として、企業債の借入資本金と補助金等の資本剰余金及び欠損金である。

　

３．経営成績

　４３，８３０円となっており、資産合計の７４．２５％を占めている。

平成２３年度

　

　資産状況は「第８表」のとおりである。

第８表　　資産状況表

平成２２年度
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　負債及び資本の状況は「第９表」のとおりである。

第９表　　負債及び資本状況表 　　　　　　単位：円・％

区分

科目　　　　　　　　　　　　　 金 額 構 成 比 率 金 額 構 成 比 率

負 債 合 計 61,626,126 11.87 74,621,527 14.18

固　　定　　負　　債 47,500,000 9.15 47,500,000 9.03

流　　動　　負　　債 14,126,126 2.72 27,121,527 5.15

１．資　本　金 269,584,747 51.91 280,080,901 53.22

自　己　資　本　金 9,109,728 1.75 9,109,728 1.73

借　入　資　本　金 260,475,019 50.16 270,971,173 51.49

２．剰　余　金 188,083,828 36.22 171,535,715 32.60

資　本　剰　余　金 1,138,673,519 219.27 1,152,664,275 219.04

利　益　剰　余　金 △ 950,589,691 △ 183.05 △ 981,128,560 △ 186.44

資 本 合 計 457,668,575 88.13 451,616,616 85.82

負 債 資 本 合 計 519,294,701 100.00 526,238,143 100.00

平成２２年度 平成２３年度
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年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

有収率 72.40% 71.20% 72.40% 68.10%

給水原価 169.82円 177.78円 179.02円 187.73円

総費用 158,290,920円 165,710,515円 166,866,332円 174,985,010円

差額
（平成23年度から）

16,694,090円 9,274,495円 8,118,678円 ―

むすび

１．上水道事業会計

　平成２３年度決算における給水原価（有収水量／総費用）は、１㎥あたり１８７円７３銭で、
昨年の１７９円０２銭から比較すると８円７１銭高くなっている。有収率は６８．１％と昨年の７
２．４％と比べると４．３％悪くなっている。有収率、有収水量の減少により給水原価が上がっ
たと考えられる。すでに普及率が９９．９％に達しており、給水水量の急激な増加が望めない
当事業会計においては、今後給水原価の上昇を抑えることが求められる。平成２２年度と平
成２３年度の給水原価に今年度の有収水量を掛け総水量に対する経費を計算すると下表の
とおりとなる。

　平成２３年度の有収水量を各年度の給水原価にかけたものであり、実際の年度費用とは異
なるが、給水原価の増加が会計に与える影響を表している。また、有収率は６８．１％と過去
４ヵ年で最も低い値となっている。安価に生産した水を効率よく届けることが水道事業におい
ては最も重要であり、有収率・給水原価の改善・向上に努め経費削減をしない限り、上水道
事業の将来の安定運営は望めない。

２．病院事業会計

　病院事業は、平成２３年度１月から新たに１名の常勤医師を得たものの、病床利用率は５
５．７％と２２年度と比較して、１１．４％の減少となった。総患者数も平成２２年度に比べ、７，
６１５人の減少となり更に厳しい決算となった。
医業収益に一部含まれる一般会計繰入金は、平成２２年度は６，０００万円であったが平成２
３年度は７，０００万円。
医業外収益に含まれる一般会計繰入金は、平成２２年度は１億９４９万１４７円であったが平
成２３年度は１億４,１００万９，２４４円。
資本的収益に含まれる一般会計負担金は、平成２２年度は１，０５０万９，８５３円であったが
平成２３年度は１，３９９万７５６円。
平成２３年度の病院事業は、一般会計からの繰入金総額が平成２２年度は１億８，０００万円
に対し、平成２３年度は２億２，５００万円であった。
病院事業の経営は依然として多額の繰入金を一般会計から繰入しており、厳しい経営状況
が続いている。また、総収益は０．６％減少しているにもかかわらず、総費用は１．７％増加し
ており、収益向上と費用削減に努めるのは当然である。しかしながら近年赤字体制が続いて
おり、この状態が続けば町民にとって将来に大きな負担を残すことが危惧される。


